
二
〇
二
二
一
〇
二
四
号 

№
一
三
一
号 

・

▽
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
『
北
風
と
太
陽
』
の
話
で

は
な
い
が
、
朝
夕
寒
く
日
中
は
温
か
い
日
が
、

何
日
か
続
い
て
い
る
。
昨
年
も
10
月
頃
は
札
幌

や
帯
広
な
ど
で
は
真
夏
日
の
様
な
気
温
が
続

い
た
様
な
気
が
す
る
。
こ
れ
が
近
頃
で
は
普
通

の
気
象
現
象
な
の
だ
ろ
う
。
現
に
つ
い
先
日
、

札
幌
に
向
か
う
中
山
峠
で
は
積
雪
を
見
た
。
こ

れ
も
例
年
通
り
で
あ
る
。
▽
し
か
し
、
世
界
的

に
異
常
気
象
は
起
き
て
い
る
。
北
ア
メ
リ
カ
や

南
ア
メ
リ
カ
等
の
大
干
ば
つ
や
大
規
模
な
山

火
事
が
起
き
て
い
る
と
思
え
ば
中
国
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠
で
の
湖
出
現
や
パ
キ
ス
タ
ン
の

大
洪
水
等
自
然
現
象
で
困
っ
て
い
る
国
が
有

る
。
そ
う
か
と
思
う
と
地
球
規
模
で
言
え
ば
、

ち
っ
ぽ
け
な
土
地
を
奪
い
取
ろ
う
と
未
だ
続

く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
、
無
差
別

的
砲
撃
に
よ
る
破
壊
も
有
り
、
い
い
加
減
に
や

め
な
い
と
其
れ
で
な
く
と
も
二
酸
化
炭
素
増

加
で
息
苦
し
く
な
っ
て
い
る
地
球
が
壊
れ
て

し
ま
う
気
が
す
る
。
そ
ん
な
私
も
煙
草
代
で
財

布
も
干
上
が
り
、
肺
も
傷
ん
で
き
て
い
る
様
な

気
が
す
る
。
そ
ろ
そ
ろ
辞
め
時
か
と
た
ば
こ
の

煙
を
揺
ら
つ
か
せ
自
分
の
世
界
に
し
た
っ
て

い
る
。
寒
い
冬
も
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
感
染
に
注

意
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

        

 
 

 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
事
務
局
長
会
議 

札
幌
市
に
て 

 

10
月
27
日
開
催 

 

本
部
会
費
に
対
し
て
の
情
報
共
有
と
今
後

の
各
支
部
活
動
方
針
及
び
今
後
の
情
報
交

換
会
等
の
在
り
方
等
他
を
協
議
予
定 

            

☆
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
「
第
47
回 

全
国
砕
石
技
術
大
会(
横
浜)

」
が 

開
催
さ
れ
ま
す
。 

開
催
日 

11
月
1
日
㈫
か
ら
2
日
㈬ 

場 

所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル 

 ☆
採
石
の
た
め
の
掘
削
・
・
・ 

 
 

令
和
05
・

02
月
21
～
22 

札
幌
市 

 

☆
採
石
業
務
管
理
者
再
講
習 

 
 

令
和
5
年
3
月 

釧
路
市 

 

休
業
4
日
以
上
の
災
害
報
告 

旭
川
支
部 

九
月
二
十
日 

男
子
58
歳 

一
次J

C

歯
の
増
す
締
め
を
ジ
ャ
ッ
キ
と

レ
ン
チ
で
行
っ
て
い
た
際
ジ
ャ
ッ
キ
が
外

れ
顔
面
に
あ
た
り
左
顔
面
打
撲
。 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

 

➀
令
和
4
年
度
巡
回
指
導
に
つ
い
て 

10
月
7
日 

11
時
か
ら 

・
吉
岡
砕
石
工
業
㈱ 

10
月
12
日 

10
時
か
ら 

・
㈱
鉄
山
協
和
組 

・
下
海
岸
砂
利
工
業
㈱ 

・
㈲
臼
尻
物
産 

10
月
13
日 

10
時
30
分
～ 

・
㈲
明
和
砕
石 

・
㈱
七
飯
砕
石
工
業 

・
㈲
松
田
砕
石 

・
桔
梗
石
材
工
業
所 

10
月
19
日 

・
正
和
運
輸
㈱ 

と
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
天
候

に
恵
ま
れ
秋
晴
れ
の
中
、
渡
島
総
合
振
興
局

指
導
保
安
の
高
木
係
長
・
櫻
井
主
事
ま
た
、

桧
山
振
興
局
か
ら
は
岡
坂
直
光
係
長
の
指
導

の
立
ち
合
い
で
行
い
ま
し
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
検
証 

⑴
雨
天
の
状
況
下
で
の
濁
水
処
理
体
制
と 

 

出
入
り
ダ
ン
プ
等
の
路
面
清
掃 

⑵
切
羽
の
状
況
に
作
業
開
始
前
の
点
検
確
認

の
励
行
と
安
全
対
策
の
徹
底
。 

⑶
寒
暖
差
が
激
し
い
事
か
ら
健
康
管
理
に 

つ
い
て
指
導
を
行
う
。 

⑷
ベ
ル
ト
・
コ
ン
ベ
ヤ
ー
巻
込
ま
れ
事
故
や

転
落
事
故
が
道
内
で
多
く
発
生
し
て
い
る

事
か
ら
十
分
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。 

等
の
諸
注
意
事
項
を
頂
き
ま
し
た
。
各
社
に

対
し
て
は
今
後
の
作
業
に
あ
た
っ
て
十
分
に

対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
安
岡
社
長
に
は

車
両
を
提
供
・
運
転
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

➁
道
南
火
薬
類
保
安
協
議
会
・
令
和
４
年
度

火
薬
消
費
現
場
巡
回
指
導
に
つ
い
て 

10
月
5
日
に
小
林
火
薬
商
事
㈱
、
㈱
三
田
商

店
、
㈱
大
竹
商
店
に
て
午
後
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。 

 

③
渡
島
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加

に
よ
る
第
三
回
デ
ー
タ
回
収
に
つ
い
て
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
事
務

局
で
デ
ー
タ
を
ま
と
め
処
理
し
て
お
り
ま
す

が
諸
物
価
高
騰
の
中
で
例
え
ば
電
力
量
に
於

い
て
は
前
年
使
用
量
と
同
じ
で
も
燃
料
調
整

額
等
が
高
騰
し
金
額
と
使
用
量
の
解
離
的
状

況
か
ら
ど
の
程
度
の
節
減
が
成
さ
れ
て
い
る

の
か
を
判
断
す
る
厳
し
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す 

         

 
 

 

注
意 寒

く
な
る
こ
の
時
期
体
調
管
理
の
徹
底
を

指
導
し
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
対
応
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
作
業
着
も
厚
着
に
な
り
狭
い
箇
所

で
の
作
業
で
は
巻
込
ま
れ
や
転
落
に
繋
が
る

事
、
朝
夕
の
足
場
・
踊
り
場
等
が
滑
り
や
す

く
な
っ
て
き
ま
す
。
重
機
等
に
乗
車
す
る
際

の
注
意
点
も
指
導
し
て
下
さ
い
。 


